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１．総合基本計画の概要



総合基本計画とは

３計画がいずれも2025年に計画終期を迎える

ことから、まずは、新たな「基本構想」策定へ

長期的な神戸づくりの方向性

まちの
基本理念と都市像

①新・神戸市基本構想
(1993～2025)

総合基本計画

順

次

策

定

約30年ぶりに
策定！

2024年審議基本構想

基本計画

実施計画（ビジョン）

②第５次神戸市基本計画
(2011～2025)

③神戸2025ビジョン
(2021～2025)

アクションプラン

2025年審議

審議対象外
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総合基本計画の法的な位置づけ

地方自治法改正（2011年８月）

基本構想策定の義務付けが廃止。同法第96条第２項に基づき、本市含む多くの都市がその自主的

な判断により、条例上で基本構想を議決事項として規定。

基本構想は、当該市町村の存立している地域社会についての現状の認識および将来への見通しを基礎として、
その地域の振興発展の将来図およびこれを達成するために必要な施策の大綱を定めるものであること

【地方自治法第96条】
普通地方公共団体の議会は、次に掲げる事件を議決しなければならない。
～略～
２ 前項に定めるものを除くほか、普通地方公共団体は、条例で普通地方公共団体に関する事件につき議
会の議決すべきものを定めることができる。

【地方自治法第２条第４項（改正前）】
市町村は、その事務を処理するにあたっては、議会の議決を経てその地域における総合的かつ計画的な

行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行うようにしなければならない。

策定要領（S44.9自治省通知）
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他都市の事例 北九州市
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他都市の事例 静岡市 (2023～2030)
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他都市の事例 横須賀市 (2022～2030)
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他都市の事例 東京都渋谷区 (2016～2035)



1965年～
（S40）

1974年～
（S49）

1986年～
（S61）

1993年～
（H5）

2011年～
（H23）

2016年～
（H28)

2021年～
（R3)

次期総合基本計画
（予定）

基本構想 人間都市神戸の基本構想
1974年(S49)策定

新・神戸市基本構想
1993年(H5)策定

神戸市基本構想
2024年(R6)策定

基本計画

＜第1次＞
神戸市総合基本
計画
1965年(S40)策定

＜第2次＞
人間都市神戸の
基本計画
1976年(S51)策定

＜第3次＞
人間都市神戸の
基本計画(改定)
1986年(S61)策定

＜第4次＞
第4次神戸市
基本計画
1995年(H7)策定

＜第5次＞
第5次神戸市基本計画

2011年(H23)策定
神戸づくりの指針

＜第6次＞
第6次神戸市
基本計画
2025年(R7)策定区別計画

1996年(H8)策定

実施計画
(ビジョン)

※1992年以前
は中期計画

神戸市生活環境基準
新・神戸市生活環境基準
第3次神戸市生活環境基準

神戸市都市環境基準
新・都市環境基準

神戸2010
ビジョン
2005年(H17)策定

神戸2015
ビジョン
2011年(H23)策定

神戸2020
ビジョン
2016年(H28)策定

神戸2025
ビジョン
2021年(R3)策定

神戸2030
ビジョン
2025年(R7)策定

区中期計画
2005年(H17)策定

各区計画
※2020年度まで

これまでの策定経緯

9



10

２．現・基本構想
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現・基本構想 概要

名 称 新・神戸市基本構想

位置づけ 本市の最上位計画

計画期間 1993～2025年

基本理念 世界とふれあう市民創造都市

都市像

１．ともに築く人間尊重のまち

２．福祉の心が通う生活充実のまち

３．魅力が息づく快適環境のまち

４．国際性にあふれる文化交流のまち

５．次代を支える経済躍動のまち

構 成 都市像ごとにまちづくりの方向性を記載

ボリューム 全15ページ
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現・基本構想 振り返り

2023年11月に、外部有識者により、現・基本構想から引き続き大切にすべき考え方や次期・基本構想の構成等
について議論をしていただいた。

区分 項 目 意見の内容

引き続き大切
にすべき観点

持続可能な成長
持続可能な成長といった価値観は今でも重要。神戸市で活動していると、まちの長所と
して持続可能な発展の視点が根付いていると感じる。

国際性 多様な文化を育んできた歴史的経緯のある国際都市であることは強み。

神戸空港
現・基本構想の「海・空・陸の広域交流拠点をつくる」という表現は、神戸空港の国際
化によりますます重要な要素になる。

新たに追加
すべき観点

災害からの教訓 阪神淡路大震災やコロナ禍の教訓も大切な要素として残したい。

挑戦
神戸市は昔から誰でも受け入れるという素地がある。失敗に寛容で、誰もが挑戦でき、
イノベーションを起こせる街として打ち出せれば、若者が集まって色々な取り組みが生
まれるのではないか。

互助
社会的弱者への支援について、新しい取り組みが行政以外から沢山生まれている。
人と人がしっかり支え合って社会が創られているという打ち出しができると良い。

基本構想の
構成

ボリューム わかりやすさや伝わりやすさが重要。簡潔でボリュームは落とすべき。

引き継ぐ要素
引き続き大切にすべき観点は、時代に即して再定義する、時代に合ったわかりやすい
表現にするという視点も重要。

①

②

③
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３．次期・総合基本計画策定の方針
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次期・総合基本計画 策定方針①
R5.6.12 神戸市議会（総務財政委員会）への報告資料

全国的な計画策定の簡素化・集約化の流れの中、各計画の意義を端的かつ明確に示していく

とともに、計画策定自体を市民の市政参画への機運醸成を高める契機としながら、次期総合

基本計画の策定を進めていく。

市民参画を最も重要なプロセスと捉え、デジタル技術も活用しながら、様々な場面で情報発信

や参画機会の創出に取り組み、多くの意見や提案を収集。

⇒ホームページや SNS 等で、将来を担う若年層を中心に広く発信し、アンケートやワーク

ショップを実施

⇒経済界や学識経験者等へのインタビュー（2024年の基本計画検討時に実施予定）

策定方針

市民の参画
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各計画の意義

計画 意 義 計画終期

基本構想

激化する都市間競争や社会変容の中、先人たちから引き継ぎ、将来につむいで

いくべき神戸のまちの魅力や価値観等の基本理念を端的なメッセージで示し、

広く発信することにより、他都市との差別化とともにシビックプライドの醸成

やシティプロモーションにつなげていく。

33年 ⇒ 終期なし

基本計画
加速する人口減少や激変する社会経済情勢に伴い、多様化・複雑化する社会課

題 に対応しながら、進化する神戸の中長期のまちの将来像や方向性、具体的な

施策・ 目標等を定める。特に、今後の神戸空港の国際化をふまえた新たな国際

都市としての未来等を示し、多様な主体の参画を得ながら、神戸の持続可能な

まちづくりを推進していく

15年 ⇒ 10 年

実施計画

(ビジョン)
５年（変更なし）

次期・総合基本計画 策定方針②
R5.6.12 神戸市議会（総務財政委員会）への報告資料



基本計画
(2011～2025)

実施計画
(2021～2025)

基本構想
(終期なし)

基本計画

実施計画

まちの
基本理念

中長期の
将来ビジョン

アクションプラン

(2026～2035)

(2026～2030)

現・基本構想 次期・基本構想

アクションプラン

神戸ならではの
不変の価値観を
“端的に”表現

長期的な
神戸づくりの方向性

まちの

基本理念と都市像

基本構想
(1993～2025)

次期・基本構想（素案）の役割

計画間の重複を無くし、位置づけの明確化を。

具体的な将来像に
向けたまちづくりの
方向性や姿勢
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４．次期・基本構想



市民意見収集 2023年７月～12月

18

第１弾

アンケート

みなさんの思う神戸の魅力

約 25,000 名

第２弾 第１弾の結果を踏まえた深掘り 8,553名

市内10地区の特徴的なスポット、東京、オンライン

エリア別ワークショップ 約 250 名

はじめての市政参画 約 35,000 名

市立の小中学校などの４年生以上対象
ワクワクする「変わりゆく神戸」も紹介

16,433名



ワークショップの様子
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アンケート選択式25項目の結果

20

あなたが思う『神戸といえば○○やんなぁ』や『神戸のひとって○○なとこ、ある』を教えてください

まちの魅力 TOP５

・夜景が美しい

・海と山に囲まれた自然豊かな環境

・オシャレ

・都会でありながら田園･里山もあるまち

・住みやすい

ひとの魅力 TOP５

・市民は『神戸』に誇りを持っている

・品がいい

・あたたかく人情味がある

・先進的、新しいものを取り入れていく

気風がある

・困難に負けない不屈の精神がある
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アンケートやワークショップの意見集（55ページ） ※参考資料



寄せられた主な意見

・海、山等の豊かな自然が多い

・自然の豊かさと都市の賑やかさの

バランスが良い

・人工的ではなく本物の自然が身近

にある

・異国文化と融合した街並みや

「みなと」の風景

・開港以来、外国人を受け入れて

きた多様性

・震災の教訓を次代に継承している

・住みやすい、交通の便が良い、

身近で色々と楽しめる

・まちに誇りを持つ人が多い

・神戸愛が強く、自分たちの街を

大切にしている

・優しい、親切、フレンドリー、

下町の人情味がある

・多様性に寛容

・県外から来た人も受け入れる

・震災を乗り越えた強さと助け合い

の精神がある

・どんな困難でも諦めない

・笑顔で挨拶してくれる、個性的で

元気な人が多い

・子ども、若者、高齢者等の全世代

に優しく、住みやすい

・海・山や「みなと」より生まれた

旧居留地などの多様な文化が共存

する街並みを残す

・世界中から若者が集まり、失敗を

恐れずチャレンジできる

・多様な文化交流ができる

・神戸空港の国際化や三宮の再整備

によるまちの活性化

・神戸に住み続けられる仕事・職場

環境の改善

“まち”の魅力 “ひと”の魅力 “未来の神戸”
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収集した意見のワードクラウド（テキストマイニング）

〇神戸の自慢できること

〇未来の神戸に残していきたいこと

〇神戸のひとの魅力

〇未来の神戸でこうしたらもっとワクワクすること
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収集した意見の活用

2023年度に収集した様々な意見を

テキストマイニングも活用しながら集計・分析

「基本構想（素案）」として “端的なメッセージ” で取りまとめ

①先人から紡いできた神戸ならではの「まちやひとの魅力」（前段）

②これらを活かしながら目指していく「未来のまちにむけた方向性」（後段）
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神
戸
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
“
み
な
と
ま
ち
”
で
す

開
港
以
来
、
海
外
と
の
交
流
を
重
ね

文
化
や
流
行
を
日
本
に
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た

神
戸
は
、
“
多
彩
な
表
情
を
見
せ
る
ま
ち
”
で
す

都
会
と
里
山
の
共
存

洗
練
さ
れ
た
ま
ち
並
み
と
下
町
の
活
気

ま
ち
に
溶
け
込
む
坂
道
も

毎
日
違
う
風
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
す

神
戸
は
、
人
間
ら
し
い

“
あ
た
た
か
み
の
あ
る
ま
ち
”
で
す

幾
度
と
な
く
困
難
を
乗
り
越
え
た
絆

多
様
性
を
認
め
る
明
る
い
気
風

い
つ
で
も
神
戸
は

す
べ
て
の
ひ
と
を
や
さ
し
く
受
け
入
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
神
戸
に
は
多
く
の
も
の
が

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も
神
戸
は

世
代
や
立
場
を
超
え
た
繋
が
り
の
中
で

未
来
に
向
け
て
進
ん
で
い
き
ま
す

誰
も
が
ひ
と
に
寄
り
添
い
、
助
け
合
い
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で
き
る
ま
ち
へ

豊
か
な
自
然
と
ひ
と
の
営
み
が
織
り
な
す

ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
へ

世
界
を
臨
む
海
や
空
か
ら
ひ
と
が
集
い

新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
戦
し
続
け
る
ま
ち
へ

ま
ち
の
歩
み
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
に
貢
献
す
る
ま
ち
へ

神
戸
は
、
い
つ
ま
で
も
ま
ち
の
“
誇
り
”
を
育
み

次
代
に
紡
い
で
い
き
ま
す

未来のまちにむけた方向性 神戸のまちやひとの魅力

①自然や歴史②”今”の”まち”
の魅力

③”今”の”ひと”
の魅力

④”今”から
”未来”へ

⑦誇りを
育むまち

⑥世界に発信・
貢献するまち

⑤豊かな生活
ができるまち
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次期・基本構想（素案） 未来に紡ぐ価値観
（基本計画の土台）

端的なメッセージ
（15ページ ⇒ １枚） 他都市との差別化
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策定スケジュール

４月19日（金）10時～12時 第１回審議会
素案の諮問、審議

６月６日（木）13時～15時 第２回審議会
第１回を踏まえた素案審議

７月 パブリックコメント

８月29日（木）13時～15時 第３回審議会
パブリックコメントを踏まえた審議、答申案の議論

９月 答申受け

12月 議決・策定

2024年



今後の予定
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